
２０２４（令和６）年度 施設評価について 

 

＜施設の自己評価＞ 

 ２０２４年度末に行った職員の自己評価を基に、えじり保育園として、施設の自己評価を

集計・考察しました。 

 

（２０２４年度を振り返って） 

◎あらためて、えじり保育園で何を大切に保育を行っているのか、ということを保育者間で

共通理解を持つことを心がけていきました。コロナ禍を過ぎ、コロナ前に大切にしていた

こと、コロナ禍でなくなってしまったこと、これからどうしていくか、保育者一人ひとり

が考えることができるように、会議の内容も工夫して行いました。 

◎園庭の改造に着手し始めました。玄関入って左手にあった雨水の溜まるくぼみを埋め立

て、木々に囲まれた森の中で、子どもたちが遊べるようなイメージとなるよう、ウッドチ

ップを敷き、土壌改良を行いました。２０２４年度の卒園児が記念植樹を行ってくれたの

で、新たな木（ウバメガシ）も増えました。 

 

○その他、来年度へ向けて 

◎えじり保育園の保育の基礎となる保育の記録、一人ひとりの子どもたちの「ものがたり」

について、改めて保育者間で話し合い、記録の書式の改訂について、研修を通して考えて

いきたいと思います。 

◎えじり保育園では写真を通して保育を伝えることが多いですが、写真の撮り方、保存方法、

写真を撮るための機材をどうするかなどについて、検討していきます。 

◎園庭の改造も引き続き行っていきます。土壌改良を行いながら緑（雑草など）を増やすこ

と、また東側の園庭をどのように工夫していくか検討していきます。そして、えじり保育

園にとって、また、子どもたちにとって、保護者にとって、保育者にとって、園庭とはど

ういう場所なのか？ということを探究していきたいと思います。 

 

 

＜保護者アンケートを通して＞ 

 ２０２４年度、乳児クラス誕生日会、幼児クラス保育参加に参加していただいた保護者の

方からのアンケートをまとめたものとなります。 

 

（えじり保育園の保育について） 

・特に、「みんなで〇〇をやろう」と決めずに遊んでいるので、子どもたちが自分で考える

力がつくのかなと思いました。遊具が何もない園庭でも、子どもたちは遊びを見つけてい

て、遊ぶ天才ですね。 

・自分の好きな遊びを夢中になって取り組めていた。 

・子どもたちが思い思いに遊んでいて、よい環境だなと思いました。 

・のびのびやっていていいなあと思いました。 

・一人ひとり好きなことに取り組んでいていいなと思いました。 

・室内や園庭での外あそび、食事前の椅子にすわるときなど、乳児で危ないなあと思うとこ

ろもあった。ケガやトラブルはできるだけ未然に防げたらありがたい。 

・乳児クラスでは子どもたちを待たせている場面が多く感じました。 

・１歳児クラスから５歳児クラスまでの子が、みんなで園庭で遊んでいる子どもたちのエネ

ルギーに驚きました。最初、小さい子たちは大丈夫かな？と思いましたが、それぞれがう

まく遊んでいて、たくましいなと関心しました。 

・（０歳児クラス）先生の数がしっかり確保されているので、とても安心感があります。 

 

◎えじり保育園の保育にたくさんのご意見・ご感想をいただきました。子どもたちが自由に



自分のやりたいことを見つけてやれる環境だからこそ、気をつけなければならない場面

もあることに、改めて気づくことができました。今後、このご意見を基に、特に乳児クラ

スの環境や保育者の関わりについて話し合いを行い、より良い保育を創造していきたい

と思います。 

 

 

（給食について） 

・家では食べてくれない野菜を給食では食べていたので、感動しました。嬉しかったです。 

・いつも子どもたちが給食のサンプルディスプレイを見ながら、「見て、見て～。これが美

味しかったよ！」と教えてくれます。 

・保育園のご飯が美味しいって、めちゃくちゃ大切なモチベーションだと感じました。子ど

もたち幸せ！ 

・味付け、大きさ、かたさなど、調理の際の参考になります。 

・レシピを公開してください！（笑） 

・ご飯は、おかずと一緒に平皿に入れるのではなく、お茶碗に入っていた方が食べやすいと

思いました。 

 

◎「レシピを教えてほしい！」という多くのご要望が毎年あります。年に何回か人気メニュ

ーのレシピをお伝えできる機会を検討したいと思います。また、給食室へ声をかけていた

だければ、給食の調理方法なども直接お話できますので、遠慮なく調理師まで声をかけて

ください！調理師も、保護者のみなさまの生の声をお聞きできることが、これからの調理

の参考になります。また、盛り付け用のお皿についてですが、その日のメニューに合わせ

て、平皿やお茶碗を使っています。子どもたちには食べにくい盛り付けとなってしまうと

きもありそうなので、盛り付けやお皿の選択については、子どもたちの食べやすさも考慮

しながら検討していきます。 

 

 

☆在園のすべての保護者の方のご意見・ご感想を紹介することはできませんが、このアンケ

ート結果を通して、えじり保育園の保育にご興味を持たれた方は、施設見学も随時受け付

けておりますので、お気軽にお問合せ下さい。 


